
真空破壊弁の機能維持確認済加速度について 

 

１．概要 

 真空破壊弁の動的機能維持を確認するために，同等な構造をしている逆止弁の機能維持

確認済加速度を用いて確認を行っている。以下に逆止弁と真空破壊弁の類似性について示

す。 

 

２．類似性について 

 図 1に逆止弁と真空破壊弁の構造を示す。 

弁体をアームとスピンドルで支持しており，動的機能維持を確認するための部位（駆動

部）が逆止弁と同じ構造であるため同等な構造と考えられる。 

なお，真空破壊弁の動作試験用の駆動装置としてシリンダが設置されているが，シリン

ダは事故時の真空破壊弁の動作に影響を及ぼさないため，動的機能維持評価の対象外とす

る。 

図 1 逆止弁と真空破壊弁の構造 

 

３．真空破壊弁の機能維持確認済加速度について 

 2．項で記載の通り，真空破壊弁は逆止弁と同等な構造のため機能維持確認済加速度とし

て，表 1に示す逆止弁の値（Ⅴ-2-1-9 機能維持の基本方針 表 4-1 より）を適用する。 

表１ 真空破壊弁の機能維持確認済加速度  単位：[×9.8m/s2] 

水平 鉛直 
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